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１．調査の概要 

（１）調査の目的 

本調査は、平成２０年３月に策定した高松市環境基本計画（平成２０年度～平成２７年

度）の計画期間終了にともない、次期環境基本計画を策定するにあたって、市民の皆様や

事業者の方々が日ごろ環境全般について感じていること、市の環境行政に対する意見・要

望についてお聞かせいただき、今後の運営及び次期環境基本計画の策定に反映させること

を目的として実施したものです。 

 

（２）調査の対象 

① 市民アンケート 

住民基本台帳をもとに、無作為に抽出した１８歳以上の市民１，０００人  

② 事業者アンケート  

業種別電話番号データから無作為に抽出した高松市内の３００事業所 

 

（３）調査の実施方法 

実施期間：平成２６年９月２５日（木）～１０月１０日（金） 

配布及び回収方法：郵送 

※市民アンケートは、再度協力依頼を行い、１２月２５日（木）まで延期 

 送付数 回収数 回収率 

市 民 １，０００ ４５８ ４５．８％ 

事業者 ３００ １４９ ４９．７％ 

 

（４）主な調査項目 

 下記のような項目に関する設問を設定しました。意識調査とともに啓発の効果も期待

したものです。 

 ・環境についての関心度 

・環境に対する評価 

・環境保全に関する取組、行動の状況 

・市の取組について 

・環境の面からみたまちづくり 

・高松市の環境の将来像 

・環境全般についての意見・要望など 

 

  

市民・事業者アンケート調査結果報告（概要） 
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２．市民アンケート 

（１）環境についての関心度【報告書 P5問１】 

  14 の環境項目について、どのくらい関心があるか聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目に高い関心を持たれていることがうかがえますが、市民参加の項目（環境活動、環境

教育・環境学習）が他と比較して関心度が低くなっています。 

都市環境に関する項目は、関心度が高い結果となっています。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活排水や事業場からの排水 

騒音・振動・悪臭 

ばい煙や自動車排出ガスによる大気汚染 

化学物質や農薬などによる環境汚染 

身近な生き物 

自然とのふれあい 

美しい景観 

緑の空間 

ごみの減量・資源化 

水の循環利用 

地球温暖化の防止 

新エネルギーへの転換 

環境活動（環境美化、緑化活動など） 

環境教育、環境学習 

大いに関心がある 関心がある 関心はない 無回答 n＝458 

【生活環境】 

【自然環境】 

【循環型社会】 

【都市環境】 

【地球環境】 

【市民参加】 



3 

 

（２）環境に対する評価（改善度・満足度）【報告書 P6 問２】 

お住まいの地区を中心とした環境について、ここ数年での「改善度」と、現在の「満足

度」を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 空気のきれいさ 13 快適な歩行・自転車利用の空間 

2 河川や池のきれいさ 14 公共交通の利便性 

3 海のきれいさ 15 ゆとりの空間（公園や運動場など） 

4 土壌汚染の状況 16 自然や緑と調和したまち並み 

5 安定した水資源の確保 17 歴史的・文化的遺産と調和したまち並み 

6 水の循環利用と節水の推進 18 ごみ出しのマナーや分別収集 

7 騒音や振動の状況 19 ごみの減量・リサイクルの推進 

8 悪臭の状況 20 ごみのポイ捨て 

9 野山や森林、田畑などの緑の豊かさ 21 廃棄物の不法投棄 

10 海や川など、うるおいのある水辺空間 22 身近で感じる地球温暖化の現状 

11 動物、虫、魚など身近な生き物の生息数 23 地域や学校での環境教育 

12 身近な自然とのふれあい 24 環境活動への参加 

※ 改善度の評価は、良くなった〈+1〉点、変わらない〈0〉点、悪くなった〈-1〉点として、満足度の評価は、 

大いに満足〈+2〉点、満足〈+1〉点、不満〈-1〉点として、指摘率にかけて合計点を求めた。 

 

改善度・満足度ともに高い項目としては、「環境活動」「環境教育」があがっています。「ごみ

出しのマナー」も改善度・満足度ともに高くなっていますが、一方で、「ごみのポイ捨て」「不法

投棄」が改善度も満足度も低い評価となっています。また、「緑の豊かさ」「生き物の数」など

の自然環境は、「良い環境ではあるが、以前の方が良かった」と評価していることがうかがわれ

ます。 
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（３）環境保全に関する取組、行動【報告書 P16 問３】 

環境保全に関する取組 31項目から、市民のかたがすでに取り組んでいることを選択する設問

を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ごみをきちんと分別して出す」「ポイ捨てをしない」が選択率90％以上でした。節水に関する

行動は、目立って高い選択率ではありませんでした。また、「環境学習への参加」が 4.4％と最も

低い結果となっています。分野ごとに分けてみると、実践度の高い方から「ごみ」「省エネ・省資

源」「環境活動や環境学習」となっており、日常の身近な取組項目が高い選択率となっています。 
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56.6%

55.9%
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49.1%

48.5%

43.4%

38.6%

36.2%

27.5%

26.9%
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13.1%

10.5%

4.4%

4.8%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

ごみをきちんと分別して出す。

ごみのポイ捨てをしないようにしている。

廃食油をそのまま流さないようにしている。

行楽地などで自分が出したごみは持ち帰っている。

使い捨て商品を買わず、詰め替えできる商品を購入している。

冷房温度を高め、暖房温度を低めに設定し、省エネルギーに努めている。

テレビや照明などはこまめに消すなど、節電に努めている。

生ごみを出すときは、水きりを十分に行っている。

シャワー等をするときは、お湯を流しっぱなしにしない。

流しには水切りネットを使い、汚れのひどい食器は拭いてから洗っている。

期限切れや食べ残しなどで、食品をごみにしないように気をつけている。

近隣の迷惑にならないよう、テレビやステレオの音量を調整したり、

楽器を演奏する時間に配慮したりしている。

買い物で過剰包装を断ったり、新聞広告をメモ帳や計算用紙に利用するなど、

紙ごみの排出抑制を心がけている。

洗剤を使いすぎないようにしている。

自動車を運転するときは、アイドリングストップや適正な速度での走行、

急発進をしないなどのエコドライブを実行している。

電化製品は、省電力型の製品を優先して購入する。

風呂の残り湯を再利用するなど、節水に努めている。

近距離の移動には、徒歩か自転車を使っている。

家族で同じ部屋を使用し、冷暖房や照明に必要な電力を節電する。

空き缶やごみが落ちていたら、拾ってごみ箱に入れている。

トイレットペーパーなどは、リサイクル商品を購入している。

買い物に行く時は、買い物かごやマイバッグを持っていき、

レジ袋を受け取らないようにしている。

電化製品を長時間使用しないときは、主電源を切っている。（待機電力カット）

地域の美化活動などの環境活動に参加する。

犬の散歩時のふんはビニール袋などに入れて持ち帰るようにしている。

ごみの減量や資源化など、身近な環境問題について、家族や友人などで話題

にする。

旅行やレジャーでは、マイカーより公共交通機関を利用する。

通勤や買い物には、バス・鉄道などの公共交通機関を利用している。

生ごみは堆肥化などで有効利用している。

フリーマーケットなどを通じて不用品の交換を行う。

市が開催する環境学習などに参加する。

31までの項目以外に、すでに取り組んでいること

無回答

複数回答・回答数降順並び替え 

ｎ=458 
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（４）市の取組に対する要望【報告書 P22 問７】 

市の取組 26 項目から、特に力を入れてほしいものを５つ選択する設問を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択率 30％以上で上位の項目は、「海や河川、池などの水質浄化」「ごみの投げ捨てや不法投

棄の防止対策」「水資源対策」「河川・道路や公園の清掃・美化」でした。問３の項目の中で、

節水に関する行動は、目立って高くはありませんでしたが、施策として水資源対策の要望が高

い点は、本市の特性が表れています。 

下位の項目は、「環境に関する情報提供」「法律・条例による制限」「環境に関するイベント」

「環境保全活動の推進・支援」などです。この傾向は、他市町の意識調査でもほぼ同様の結果

となっており、空気や水、ごみなど目に見えるものに対する直接的な対策項目と比較すると、

間接的で効果も見えにくい施策項目は低くなります。 

複数回答・回答数降順並び替え 

44.3% 

40.6% 

34.1% 

33.6% 

29.0% 

27.9% 

24.7% 

23.8% 

22.9% 

22.5% 

22.1% 

19.4% 

19.2% 

15.3% 

14.4% 

14.4% 

14.0% 

13.5% 

10.0% 

7.2% 

7.0% 

5.5% 

4.8% 

4.1% 

3.9% 

3.7% 

1.7% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

海や河川、池などの水質浄化 

ごみの投げ捨てや不法投棄の防止対策 

水源保護、節水意識の向上、雨水有効利用などの水資源対策 

河川・道路や公園の清掃・美化 

野山や森林などの自然環境の保全 

緑豊かな公園・緑地の整備 

外来生物対策 

海や川など、うるおいのある水辺空間の整備 

騒音・振動の対策 

ごみの減量・リサイクルの推進 

大気汚染の対策 

再生可能エネルギーの導入・推進 

地域や学校における環境教育 

歴史的・文化的遺産の保護 

動物・植物などの保護 

自然景観や田園風景などの景観の保全 

その他の地球温暖化防止対策 

悪臭の対策 

省エネルギー設備の導入・推進 

土壌汚染の対策 

環境に関する情報提供 

法律・条例などによる市民生活の制限 

法律・条例などによる企業活動の制限 

環境への取組の指針づくり 

環境に関する学習会や講演会等のイベントの開催 

市民、事業者、ＮＰＯ等の環境保全活動の推進・支援 

無回答 

ｎ=458 
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（５）環境の面からみたまちづくり【報告書 P27 問９】 

  環境の面から、高松市がどんなまちづくりを行なっていけばよいか、５項目から２つを選択

する設問を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ごみの少ないきれいなまち」の回答が最も多く、次いで「景観の美しいまち」となってい

ます。「きれいなまち」「美しいまち」に対する意識の高さがうかがわれます。 

 

 

（６）高松市の将来像、イメージ【報告書 P31 問 11】 

将来の高松市がどうなっていると良いと思うか、住み続けたいと思う「高松市のイメージ」

を自由に回答してもらう設問を設けました。 

イメージとしては、「きれい」「美しい」のほか、「清潔」「明るい」「活気ある」「瀬戸内海」

「自然豊か」「緑」などのキーワードが多くあがっています。 

また、全体を通して「ごみのポイ捨てや不法投棄」の問題意識が目立ち、苦情・苦言も見受

けられますが、市民の想いとしては、今が悪いから良くしてほしいということよりも、『今の美

しい自然やきれいな街、自然や田畑、田舎らしさをそのまま大切にしながら、さらに良くして

いきたい』という点に真意があるように感じられます。 
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97 
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38 

0 50 100 150 200 250

ごみの少ないきれいなまち  

山や海、田園やまち並みなどの景観の美しいまち 

美しい緑や多様な生き物など自然豊かなまち  

地球温暖化防止など地球環境に配慮したまち 

省エネ、省資源の環境にやさしいまち 

その他 

無回答 

複数回答・回答数降順並び替え 

ｎ=458 
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３．事業者アンケート 

（１）環境に関する取組状況【報告書 P53 問１、P54 問２】 

環境関連の業務や作業を取り扱う部署を設置しているか、ISO14001 など環境マネジメントシ

ステムの認証を取得しているかどうか聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果からは、積極的に取り組まれており、環境問題の意識が高いことがうかが

われます。その要因として、まず、事業者アンケートの回収率が 49.7％と高い点です。回収率

が 20数％の調査例はあります。 

また、今回の調査は、企業規模を抽出条件としていないため、前回調査に比較して企業規模

の比較的小さい企業も多くなっていますが、ISO14001 とエコアクション 21 の認証取得済が 19

件（12.8％）、さらに取得希望が 10件（6.7％）の回答となっています。 

  

31 

111 

2 

5 

0 20 40 60 80 100 120

設置している 

設置していない 

設置を予定している 

無回答 

N=149 

17 

2 

9 
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95 

12 

8 

5 

0 20 40 60 80 100

ISO14001の認証を取得済である 

エコアクション21（EA21）の認証を取得

済である 

認証取得していないが、将来的に

ISO14001の認証を取得したい 

認証取得していないが、将来的にEA21の

認証を取得したい 

認証取得しておらず、現在のところ取得は

考えていない 

認証取得に関心はあるが、どう取り組んで

いいか分からない 

その他 

無回答 
N=149 



8 

 

（２）市への要望【報告書 P62 問 10】 

市の取組 11 項目から、特に力を入れてほしいものを３つ選択する設問を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者の要望として、「具体的な行動の事例を事業者に紹介する」が半数を超えて最も高い項

目となっています。次いで「指針、ガイドラインの作成」、「環境保全のための助成制度の充実」

となっています。 

 

  

80 

68 

63 

45 

27 

27 

24 

17 

15 

15 

12 

2 

6 

0 20 40 60 80 100

環境にやさしい具体的な行動の事例を、 

事業者に紹介する 

環境問題へ取り組むための指針、 

ガイドラインの作成 

環境保全のための助成制度の充実 

廃棄物の資源化などに関する情報提供の 

場や機会を設ける 

事業者の環境保全に関する取組を、 

市民に紹介する 

環境問題に関する相談窓口の設置 

条例などの各種規制の整備 

ＩＳＯ取得などのノウハウの提供や 

支援など、技術指導を行う 

市民や他の事業所と連携するための仕組みづ

くり 

環境にやさしい商品などを積極的に購入する 

人材の紹介や派遣 

その他 

無回答 
N=149 

複数回答・回答数降順並び替え 
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４．主な課題と要望 

（１）水資源、水環境 

市への取組の要望として、「海や河川、池などの水質浄化」「水源保護、節水意識の向上、

雨水有効利用などの水資源対策」が高い回答率となっています。 

自由意見では、大雨、台風時の道路の冠水対策の要望や、河川の土砂の堆積などによる

増水の不安があります。 

 

（２）ごみのポイ捨て、不法投棄 

市の取組の要望として、水の問題と並んで、「ごみの投げ捨てや不法投棄の防止対策」

があがっており、それと関係する要望として「河川・道路や公園の清掃・美化」があがっ

ています。 

 

（３）美しい景観、自然環境の保全 

アンケートの回答の全体を通して「きれいなまち」「美しい景観」を創造し、将来に継

承していくべきだという想いが表れています。 

 

（４）道路・交通 

アンケートの改善度では中位程度の位置で、満足度は低い状況です。 

 

（５）マナー、モラルの啓発 

ポイ捨てや不法投棄、交通、自然保護、美化など多くの環境課題への対策には、市民一

人ひとりの意識の高揚と実践力の向上が不可欠です。 

 

（６）環境に関する情報発信 

事業者の要望として、「環境問題への対処方法など具体的な情報」があがっており、市

民からは、「環境行政について知らせてほしい」という回答も寄せられています。 

情報の質や量、効果的に情報を届ける方法など、改善を継続していくことが求められま

す。 

 

 

 

 


